
7mTC

前半後半延１延２ 7mT 合計 前半後半延１延２ 7mT 合計

1 0 1 0

2 1 1 2 2 0

3 0 3 1 1

4 2 1 3 4 1 1 2

5 0 5 0

6 0 6 0

7 1 1 7 0

8 2 1 3 8 1 1

9 1 3 1 5 9 3 3 1 7

10 1 2 3 10 0

11 0 11 0

13 1 1 12 0

14 2 5 7 13 0

15 0 14 3 1 4

16 0 15 0

1 2 0 10 13 0 0 2 25 2 0 0 8 6 0 0 1 15

得　　点
警告 退場失追No. 氏　　名 警告退場失追

第１延長後半

第２延長後半

第２延長前半

第39回　九州一般ハンドボール選手権大会　試合速報
浦添市民体育館 種別 男子 回戦 ２回戦 開催日 2003年5月10日

富永卓公・荒木裕志 立会人 友寄隆男

後半 香椎ファミリー1514

9

合計

徳 永 悠 太

杉 野 裕 樹

池 田 拓 也

沢 野 匠

松 田 綱 紀

岩田 雄一郎

本 園 伸 也

東 江 哲 郎

合計

青 木 崇 祐

香椎ファミリー

財 部 修 平

児 玉 修 知

長 崎 正 幸

松 岡 紀 文

藤 岡 昭 太

奥 薗 慶

坂 本 竜 太

上 原 覚 史

松 田 朝 次

諸 見 幸 忍

比 嘉 正 明

照 屋 喜 隆

福 治 友 浩

浅 野 謙 二

下 地 将 英

上 地 邦 明

吉 本 和 也

西 原 聖

国 場 朝 陽

當 間 正 人

長 嶺 由 太

氏　　名

南海建設
得　　点

No.

戦評 （當銘　強）

会場

レフリー

前半11
南海建設ｸﾗﾌﾞ 625

第１延長前半

　前半２分、南海４番長嶺のシュートで先制。香椎も１４番本園の
連取で応戦。互いに一歩も譲らず、１５分には５対５とタイスコア
で試合が進む。その後、双方退場者を出すなか、南海は足を絡
めた得点で抜けだし、１１対９と２点リードで前半を折り返した。
　後半に入り、両チームともノーマークやシュートチャンスを作る
が、両チームのＧＫが好セーブを見せ接戦が続く。後半１０分、
南海１４番諸見の４連続得点で着々と得点を重ねた。対する香
椎も９番財部のシュートで粘りを見せたが力及ばず、南海が勝利
をおさめた。


